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 第 1 章では，イリジウム前駆体とアルキン含有配位子との錯形成反応により，ア


















 第 3 章では，支持配位子までのリンカーを伸長したアルキン含有ビスホスフィン
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配位子とロジウム，イリジウムとの錯形成反応に関して述べられている．第 1 章や










し，得られる錯体の X 線結晶構造解析にも成功している．  
 
















































(工学)の学位論文として価値あるものと認める．また，令和 2 年 5 月 23 日，論文
内容とそれに関連した事項について試問を行った結果，合格と認めた． 
 
 なお，本論文は，京都大学学位規定第 14 条第 2 項に該当するものと判断し，公
表に際しては，当該論文の前文に代えてその内容を要約したものとすることを認め
る． 
 
